





















































  「ヘーゲルの説は a
極
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亦希臘ノエピクレスノ学派ナリト見ユ〕ヲシオン・スチワルド・ミル氏ノ拡張セラレタル
ハ近時道













































































































































































































ア ジ ア チ ッ ク
細亜風の 専
デスポチック
擅 （Asiatic despotic）」31 
  （ウ）「今この（日本人の─筆者注）卑屈伸ぶること能わず。圧政に安んじて自ら奴隷視
するの気風を名け、政
ポ リ チ カ ル
治上ならびに道













































































































文字は Jurisprudence なるを以て実適とす。此文字は羅甸の jus prudentia なる二字を合
したるものにて、正シク学ぶといふ意なり。……ジュリスプリーデンスなる字の定義




ntegrity in the judgement of 
each man and in the opposition of wrong にて、人各正直即ち公正と一致に於て相係りた
る通り路なり。且各の決断に於て及び邪曲の反対に於てと言へり42。
　政事学も法学もともに「経済学」に属するものであり、法学（Science of Law）の Law



























































































































































































































































































































































































































『北東アジア研究』第 28 号（2017 年 3 月）
75　大久保利謙編  『西周全集』第三巻、宗高書房、一九七六、「兵賦論」、三〇頁。
76　同、六〇頁。
77　同、六四－六五頁。
78　同、六五頁。
79　同、五五頁。
80　同、六五頁。
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は主張している。
　西はどんな状況にあっても、「性法」と「利便」の両面において理論的思索をめぐらす
冷静な哲学者であった。だからこそ、「今万国ノ公法恃ムベシト雖モ、其公法ヲシテ能ク
其用ヲ為サシムル者ハ弾丸ノ力ニ非ザルナシ」81 といって「弾丸ノ力」を冷静に認識する
ことができたのであり、また「先本邦人民ノ性質、即チ内部ノ組織関係ヲ講究観察シテ其
詳委ヲ尽スコト第一緊要ノコトタル可シ。而シテ之ヲ観察スルノ法ハ比較ヨリ好キハ莫
シ」82 といって日本自体を、そしてアジア蔑視観自体を相対化させうる「比較」の重要性
を訴えることができたのである。
　西周にとってヘーゲル思想は、哲学面においても、歴史観においても、そして現実的な
政治外交面においても、眼前に立ちはだかる西洋思想の一つとして存在し、その思想との
格闘を通じて、西は「性法」と「利」の重要性を確認していったと考えられる。
キーワード　西周、ヘーゲル、国民気風論、人世三宝説、性法、利
（INOUE  Atsushi）
西周とヘーゲル
81　同、三五頁。
82　同、七一頁。
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